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あらまし：本研究では， ID に基づいてシラバス作成のために必要となる知識やスキルについて課題分析

を行い，課題分析図を提示した．この課題分析結果に基づき，サンプルとして複数大学のシラバスを調査

した結果，多くの大学で，学習目標が行動目標で示されていない，学習評価に合格基準が明示されていな

いなど，ID を踏まえたシラバスとしては十分ではないことがわかった。多くの大学のシラバスの課題と

して授業の設計図を表したものとなっていないことが考えられたため、ID を踏まえた課題分析を活用し

てシラバス作成支援を提案した。 
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1. はじめに 

平成 23 年度からの教育情報公開の義務化により，

シラバスは各大学のホームページ上で公開されてい

る．平成 24 年度のデータでは，約 97％の大学がす

べての授業科目のシラバスを作成している(1)．一方，

シラバスとは，「学生が各授業科目の準備学修等を進

めるための基本となるもの。また、学生が講義の履

修を決める際の資料になるとともに、教員相互の授

業内容の調整、学生による授業評価等にも使われる」

ものである(2)． 

インストラクショナル・デザイン（ID）は教育の

効果・効率・魅力を高めるための理論や方法論の集

大成である(3)。大学における教育の質保証、シラバ

スの実質化などを実現していくためには，ID の観点

からシラバスを作成していくことが有効と考えられ

る。ID に基づいたシラバス作成を容易にするために、

ID に基づいてシラバス作成の学習課題分析（4）を行

うことは意義があると考えられる． 

 

2. 研究の目的と方法 

本研究の目的は，シラバスの実質化や，大学教員

がシラバスを授業改善に資するものとするための方

策のひとつとして，ID の観点でシラバス作成におけ

る課題分析を行い，教員のシラバス作成時に活用さ

れうる指標として提案することである．本研究では，

この学習課題分析の結果をもとに，現在公開されて

いるシラバスと照らして現況を調べ，授業設計の課

題分析を活用することの有効性について考察する． 

 

3. 学習課題分析 

3.1 「シラバスを書く」ための学習課題分析 

シラバス作成上の学習課題分析とは，教員がシラ

バスを作成するための「課題」を構造化・系列化し

て示すものである．ここでの最上位の課題は「ID の

観点でシラバスを作成できること」となる．これを

到達目標として定め，その下位課題を明らかにして

いった（図 1）． 

シラバスに必須な項目を ID の観点で整理すると

下位課題は,「科目の学習目標設定」「授業計画」「学

習支援方策の計画」「学習評価計画」などになる。さ

らに下位のレベルには，例えば「学習評価計画」で

は，科目の学習目標到達と判断するための学習成果

を設定する一方，「授業計画」では，その学習成果を

導くためのタスクを同定して 15 回に振り分けてい

く，といった課題が並ぶ． 

他方，「学修支援計画」の方策として，15 回のう

ちの 1 回の授業の構成，LMS（Learning Management 

System）や e ポートフォリオを活用した設計などが

下位課題に挙がる．また，多様化する学習者の属性

や学習環境を考慮し，例えば，社会人学生向けのオ

ンライン学習環境のための設計なども「学習支援」

の下位課題として考えられる． 

これらの課題分析結果を，「授業の概要目的」「学

習目標」などシラバスの項目の関連する箇所に対応

させることで（表 1），授業設計の観点に基づくシラ

バスを作成できるようになる． 

 
 

表 1．主なシラバス項目と下位課題の対応 

 主なシラバス項目 関連する下位課題 

1 授業の概要・目的 学習目標・学習支援 

2 学習目標 
学習目標・授業計画・学

習支援 

3 前提条件 学習支援 

4 授業の方法 授業計画・メディア活用 

5 
授業計画（授業内

容・課題） 

授業計画・学習評価・メ

ディア活用 

6 評価方法・基準 学習目標・学習評価 

7 教科書・参考書 
授業計画・学習支援・メ

ディア活用 

8 履修上の注意 授業計画・学習支援 
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図 1．ID の観点でのシラバス作成の課題分析図（一部抜粋） 

 

4. 各大学のシラバス作成状況 

全国 20 校の国立・私立大学の理系・文系を含む専

攻科目のシラバスに対して、ID に基づいたシラバス

作成のための下位課題と課題分析図を用いて分析し

た。 

その結果、シラバスの記述項目として，「授業方

法・計画」「成績評価方法」はすべての大学が，「授

業目的・目標」「教科書・参考書」は 19 校がその項

目を設定しているなど，概ねシラバスのフォーマッ

トに相違はない。しかし、各項目の記述内容では，

課題分析結果の各課題に関わる要件が果たされてい

ない，つまり，学習者の視点で科目の入口から出口

までの全貌が理解できる記述となっていないケース

が見られた．例えば，学習目標は行動目標で設定さ

れている（20 件中 1 件），評価方法・基準として目

標行動・評価条件・合格基準が明示されている（20

件中 1 件），授業計画の中でどのような課題が出され

るのか示されている（20 件中 1 件），学習上のどの

ような支援が受けられるのか示されている（20 件中

2 件）など，要件を満たせている割合は非常に少な

く，学習者の準備学修等を進めることを支援する役

割を果たせるようにするためには改善の余地がある

ことが確認された．20 件のサンプルが統計的に全国

のすべての大学の全科目のシラバスを代表するもの

であるとは言えないが，少なからず同様の状況があ

ることは想像に難くない． 

 

5. 考察 

各大学とも専用サイトを設置するなどしてシラバ

ス作成環境を整えているが，シラバスの記載内容が

実質的な学修支援となっていないものが散見されて

いる。その原因として、シラバスが授業の設計図で

あり、また学習者との契約書であるという特性を活

かせず、機械的に授業に関する情報を載せるだけに

なっている可能性が考えられる。 

この問題の改善方法として，シラバスの本来の意

味を周知することが第 1 のステップである。第 2 の

ステップは、シラバスに載せるための情報となる授

業の設計図を作成することであるが、教育の専門家

としての知識と技術を持っていることをすべての大

学教員に求めるのは難しい状況であり、現状のまま

で皆が授業設計を実施することは容易と言えない。

そこで、ID に基づいたシラバス作成のための下位課

題を 1 つずつ学び、それを自らの授業設計に反映さ

せることが必要となる。各下位課題ができるように

なったのち、所属機関で定められたフォーマットの

許容内でこれに基づいたシラバス作成を行う．そし

て、授業開始の際には，授業設計の詳細を記したシ

ラバスを受講生に配付するという運用を行うことで，

シラバスの実質化を果たすものとなるのではないだ

ろうか． 

 

6. まとめ 

本稿では，シラバス作成における授業設計の課題

分析を行い，この分析結果を活用してシラバスを作

成する手順を提案することを検討した．今後は，分

析結果の妥当性を検証するとともに，これらの手順

を実践することを学習課題とした大学教員向けの e

ラーニング教材を開発し，広く活用されうる形で提

案したい． 
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